
●
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
か
ら

『大
西
祝

・
幾
子
書
簡
集
』
の
刊
行
に
寄
せ
て

平
山

洋

今
か
ら
も
う
十
年
近
く
前
の
こ
と
に
な
る
。

初
め
て
大
西

祝

の
著
作
を
目
に
し
た
と
き
、

一
八
九
〇
年
代
と
い
う
時
代
的
な
制
約
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

な
お
も
あ
ら
ゆ
る
対
象

へ
の
徹
底

的
批
評
を
実
践
し
え
た
思
想
家
が
日
本
に
も
い

た
、

と
い
う
こ
と
に
、

私
は
少
な
か
ら
ぬ
衝
撃

を
受
け
た
。

い
っ
た
い
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
に
明
晰
な

「批
評
主
義
」
を
実
践
し
え
た
の
だ
ろ
う
？

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
の
該
博
な
哲
学
的

知
識
を
獲
得
し
た
の
か
？
　
私
は
そ
う
し
た
素

朴
な
疑
間
を
出
発
点
と
し
て
研
究
を
進
め
、

四

年
前
に
評
伝
研
究

『
大
西
祝
と
そ

の
時
代
』

（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
刊
）
を
ま
と
め
た
の

だ

っ
た
が
、

そ
れ
を
書
き
進
め
る
に
あ
た

っ
て

は
資
料
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
。

彼
の
死
後
す

で
に
九
十
年
、

伝
記
を
書
く
た
め
の
第

一
次
資

料
は
あ
ま
り
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

も
は
や
大
西
の
人
と
な
り
を
知
る

た
め
の
資
料
の
不
足
を
嘆
く
必
要
は
な
く
な

っ

た
。

な
ぜ
な
ら
、

彼
の
手
に
な
る
二
四
〇
通
の

書
簡
と
、

妻
幾
子
や
親
威

・
友
人

・
知
人
か
ら

の
手
紙
五
百
通
弱
が
収
め
ら
れ
た

『大
西
祝

・

幾
子
書
簡
集
』
（以
下

・
本
書
）
が
上
梓
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

本
書
に
よ

っ
て
、

公
刊
さ
れ

た
著
作
に
よ
る
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る

こ
と
の
な
か

っ
た
彼
の
生
涯
や
あ
る
い
は
人
格

と
も
い
う
べ
き
も
の
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

以
下
で
は
本
書
の
構
成
を
概
説
し
、

さ
ら
に

今
ま
で
の
伝
記
的
事
実
に
つ
け
加
わ

っ
た
こ
と

ど
も
を
挙
げ
、

そ
し
て
最
後
に
本
書
の
意
義
に

つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。

本
書
の
構
成

本
書
は
、　

一
九
八
四
年
六
月
と
八
六
年
十
二

月
と
の
二
回
に
わ
た

っ
て
早
稲
田
大
学
図
書
館

に
大
西
祝
の
令
孫
大
西
真
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

未
公
刊
の
書
簡
二
千
余
通
の
な
か
か
ら
、

祝
と

夫
人
幾
子
お
よ
び
友
人

・
知
人

・
親
戚
等
と
取

大西祝の肖像

(年月 ・画象とも不詳)

591『 大西祝 ・幾子書簡集』の刊行に寄せて

り
交
わ
し
た
書
簡
七
百
余
通
を
選
ん
で
翻
刻

・

編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
部
　
祝
よ
り
幾
子
お
よ
び
親
戚
、

知
人
友

人
宛
て

（合
計
二
四
〇
通
）

第

一
章
　
幾
子
宛
て
　
婚
約
、

結
婚
よ
り
独

逸
留
学
前
ま
で

（
一
八
九
三
～

一
八
九
七
年
　
四
三
通
）

第
二
章
　
幾
子
宛
て
　
独
逸
留
学
期

（
一
八
九
八
～

一
八
九
九
年

　

一
一
人

通
）

第
二
章
　
幾
子
宛
て
　
留
学
よ
り
帰
国
後

（
一
八
九
九
～

一
九
①
Ｏ
年

　
十
五
通
）

第
四
章
　
親
戚
お
よ
び
知
人
友
人
宛
て

（
一
八
八
三
～

一
九
〇
〇
年
　
六
四
通
）

朝
河
貫

一　

大
塚
保
治
　
木
全
嘉
代
　
Ｎ

・
河
野
　
谷
本

富

　

一戸
川
安
宅
　
徳
富

猪

一
郎
　
一
一見
仙
太
郎
　
松
井
末
子
　
松

井
米
吉
郎
　
湯
浅
吉
郎
　
市
島
謙
吉

第
二
部
　
幾
子
よ
り
祝
お
よ
び
知
人
友
人
宛
て

（合
計
五

一
通
）

第

一
章
　
祝
宛
て
　
婚
約
、

結
婚
よ
り
独
逸

留
学
前
ま
で

（
一
八
九
三
～

一
人
九
六
年

　
一
〓
一通
）

第
二
章
　
祝
宛
て
独
逸
留
学
期

（
一
八
九
八
～

一
八
九
九
年
　
一二
一
通
）

第
三
章
　
皆
々
様
宛
て
　
祝
の
帰
国
後
お
よ

び
没
後

（
一
八
九
九
～

一
九
〇
二
年
　
七
通
）

幾
子
の
友
人
た
ち
　
村
上
直
次
郎

第
三
部
　
親
戚
お
よ
び
知
人
友
人
よ
り
祝
、

幾

子
宛
て

（合
計
四
四
三
通
）

第

一
章
　
親
戚
よ
り
祝
お
よ
び
幾
子
宛
て

（
一
八
七
七
～

一
九
〇
〇
年
　
四
八
通
）

木
全
正
脩
　
木
全
嘉
代
　
木
全
多
見
　
木

全
鶴
　
岩
田
善
明
　
大
西
秀
　
大
西
絹

松
井
米
吉
郎

第
二
章
　
知
人
友
人
よ
り
大
西
祝
宛
て

（
一
八
八
四
～

一
九
〇
〇
年
　
一二
七

八

通
）

朝
河
貫

一　

姉
崎
正
治
　
安
部
磯
雄
　
井

上
円
了
　
浮
田
和
民
　
内
村
鑑
三
　
海
老

名
弾
正
　
大
塚
保
治
　
加
藤
弘
之
　
小
崎

弘
道
　
島
村
滝
太
郎
　
一向
山
林
次
郎
　
谷

本
富
　
綱
島
栄

一
郎
　
坪
内
雄
蔵
　
一戸
川

安
宅
　
徳
富
猪

一
郎
　
外
山
正

一　

新
島

妻
　
原
田
助

　
一万
良
勇
次
郎
　
湯
浅
吉

郎
　
横
井
時
雄
　
な
ど

一
①
八
名

二
団
体

第
二
章
　
追
悼
　
知
人
友
人
よ
り
幾
子
お
よ

び
遺
族
宛
て

（
一
九
〇
〇
～

一
九
①

一
年

　
一
七
通
）

朝
河
貿

一　

安
部
磯
雄
　
井
上
円
了
　
井

上
哲
次
郎
　
菊
池
大
麓
　
山
路
弥
吉
な
ど

一
七
名

第
四
部
　
大
西
祝
関
係
資
料

目
次
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、

本
書
の

内
容
は
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。

伝
記
的
新
事
実

に
つ
い
て
は
次
節
で
扱
う
こ
と
に
し
て
、

ま
ず

は
構
成
を
概
述
し
た
い
。

第

一
部
の
第

一
～
第
二
章
は
、

結
婚
前
の
祝

が
幾
子
に
宛
て
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
に
始
ま

っ
て
、

欧
州
留
学
中
の
日
常
生
活
と
、

帰
国
後
の
京
都

帝
国
大
学

へ
の
単
身
赴
任
で
の
生
活
の
報
告
に

よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

留
守
を
あ
ず
か
る

若
い
妻
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
か
ら
、

彼
の
学

問
的
関
心
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
は
少
な
い
も

の
の
、

か
え

っ
て
祝
の
人
柄
を
知
る
た
め
の
格

好
の
材
料
と
な

っ
て
い
る
。

第

一
部
第
四
章
は
、

実
母
木
全
嘉
代
、

同
志

社
で
の
友
人
で
あ
る
徳
富
猪

一
郎
や
湯
浅
吉

郎
、

東
大
で
の
友
人
大
塚
保
治
や
谷
本
富
、

早

稲
田
で
の
教
え
子
朝
河
貫

一
・
戸
川
安
宅
、

幾

子
の
妹
末
子
や
兄
米
吉
郎

へ
の
手
紙
で
あ
る
。



そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
徳
富

へ
の
手
紙
は
祝
の

思
想
形
成
を
追
求
す
る
に
あ
た

っ
て
の
第

一
級

資
料
で
あ
る
。

大
塚

‘
谷
本
と
い
っ
た
東
大
以

来
の
友
人
た
ち

へ
の
書
簡
は
留
学
先
か
ら
の
も

の
が
多
く
、
ド
イ
ツ
で
の
勉
強
の
内
実
が
分
か

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

第
二
部
は
、

全
体
が
幾
子
か
ら
祝
や
彼
の
友

人
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
。

な
か
で
も
第

二
章
は
留
学
中
の
祝

へ
の
も
の
で
、

留
守
を
預

か
る
幾
子
の
奮
闘
ぶ
り
を
知
る
の
に
役
立
つ
。

第
三
部
第

一
章
は
、

親
戚
か
ら
の
書
簡
類
で

あ
る
。

郷
里
岡
山
か
ら
京
都
に
移

っ
た

一
八
七

七
年
に
始
ま
る
両
親
木
全
正
脩

・
嘉
代
、

長
兄

木
全
多
見
、

次
兄
岩
田
善
明
、

母
方
の
祖
母
大

西
秀
、

叔
母
大
西
絹
か
ら
の
手
紙
は
、

多
く
の

新
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
部
第
二
章
は
、

大
西
の
も
と
に
も
た
ら

さ
れ
た
友
人

・
知
人
た
ち
か
ら
の
手
紙
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

同
志
社

・
東
大

・
早
稲
田
と
近

代
日
本
の
基
礎
を
築
い
た
多
く
の
人
々
を
輩
出

し
た
三
つ
の
学
校
に
関
係
し
て
い
た
だ
け
あ

っ

て
、

差
出
人
の
豪
率
約
臓
た
る
顔
ぶ
れ
に
は
た

だ
た
だ
唖
然
と
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

新
島
嚢

の
高
弟
に
し
て
徳
富
を
は
じ
め
横
井
時
雄

。
安

部
陵
雄

・
浮
田
和
民
と
は
同
志
社
以
来
の
親
友

の
間
柄
、

大
塚
保
治

・
高
山
林
次
郎

（樗
牛
）

ら
は
大
学
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、

そ
し
て
島
村
滝

太
郎

（抱
月
》

・
綱
島
栄

一
郎

（梁
川
）
ら
は

早
稲
田
の
教
え
子
で
あ
る
。

ま
る
で
明
治
文
化

人
の
パ
ノ
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
第
二
部
第
三
章
は
祝
の
没
後
に
寄
せ

ら
れ
た
追
悼
文
で
あ
り
、

ま
た
第
四
部
は
、

祝

の
成
績

・
願
書

・
辞
令
な
ど
の
資
料
が

一
三
点

収
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
構
成
の
概
略
で
あ
る
。

次
に

新
た
に
明
ら
か
に
な

っ
た
伝
記
的
事
実
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

伝
記
的
新
事
実

大
西
祝
は

一
八
六
四
年
八
月
に
岡
山
藩
士
木

全
正
脩
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

七
五
年
に

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
医
の
ワ
ー
レ
ス
＝

テ
ー
ラ
ー
が
岡
山
で
初
め
て
説
教
を
し
た
の
が

き

っ
か
け
で
、

木
全

・
大
西
家
の
人
々
は
次
々

キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
。

そ
の
た
め
七
七
年

に
祝
は
同
志
社
に
入
学
し
た
の
で
あ
る
が
、

今

ま
で
京
都
に
移

っ
た
日
付
は
明
ら
か
で
は
な

か
っ
た
。

そ
れ
が

一
月
十
八
日
で
あ

っ
た
こ
と

が
長
兄
多
見
の
手
紙

（書
簡
番
号
／
第
三
部

一

ｏ
３

・
一
）
に
よ

っ
て
は

っ
き
り
し
た
。

同
志
社
時
代
の
祝
に
つ
い
て
は
徳
富
猪

一
郎

宛
の
書
簡
と
原
日
助

か
ら
の
手
紙
が
彼
ら
の

問
題
関
心
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

そ
の
頃
祝
は

キ
リ
ス
ト
教
研
究
に
没
頭
し
、

聖
職
を
め
ざ
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

聖
書
以
外
に
文
中
に
よ

く
出
て
く
る
の
は
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ミ
ル

ト
ン
、　
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
と
い
つ
た
人
々
の
作

品
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

同
志
社
の

教
育
が
ア
メ
リ
カ
の
中
等
教
育
に
範
を
と

っ
た

も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、

祝
か
ら
実
家
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
は

ず
の
書
簡
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
が
、

反

対
に
規
戚
か
ら
の
手
紙
は
よ
く
保
存
さ
れ
て
い

る
た
め
に
、

彼
の
た
め
に
実
家
が
ど
の
よ
う
な

援
助
を
し
た
か
が
分
か
る
。

と
り
わ
け
遠
隔
の

地
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
息
子
に
対
し
て
、

父

正
脩
は
学
費
ば
か
り
で
は
な
く
篤
い
精
神
的
な

支
援
も
送

っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ

れ
ま
で
は
松
村
緑
の
研
究

「大
西
操
山
雑
記
」

（東
京
女
子
大
学

『
日
本
文
学
』

一
四
号
、　

一

九
六
〇
年
）
に
よ

っ
て
、

母
嘉
代

・
伯
母
中
川

雪

・
叔
母
大
西
絹
ら
母
方
の
規
戚
が
祝
の
精
神

に
与
え
た
影
響
が
重
要
祝
さ
れ
て
き
た
が
、

本

書
に
よ

っ
て
初
め
て
読
む
こ
と
が
可
能
と
な

っ

た
父
正
脩
や
長
兄
多
見
の
書
簡
か
ら
、

男
系
の

611『 大西祝 ・幾子書簡集』の刊行に寄せて

近
親
者
も
ま
た
非
常
に
立
派
な
人
々
で
あ

っ
た

こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、

正
脩
か
ら
の
手
紙

（第
二
部

一
。

１

・
七
）
に
よ
っ
て
、

祝
が
正
式
に
大
西
家
の

家
督
を
相
続
し
た
の
が

一
八
七
八
年
二
月
十
二

日
で
あ

っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

こ
の
日

付
も
評
伝
執
筆
中
に
私
が
最
も
知
り
た
い
と

思

っ
て
い
た
伝
記
的
事
実
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、

正
脩
の
手
紙

（第
二
部

一

・
１

，
一
六
）
か
ら
、

同
志
社
卒
業
後
東
大
予

備
門

へ
の
進
学
を
薦
め
た
の
が
、

上
京
し
て
陸

軍
士
官
学
校
の
教
官
を
し
て
い
た
長
兄
多
見
で

あ

っ
た
こ
と
、

そ
し
て
進
学
の
相
談
を
受
け
た

の
が
、

岡
山
か
ら
同
志
社
を
経
て
東
大
予
備
門

に
入
学
し
て
い
た
友
人
の
高
野
重
三
で
あ

っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

高
野
か
ら
祝
に
宛
て
ら
れ

た
大
学
入
試
に
つ
い
て
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
の
手

紙

（第
二
部
二
・
５‐

．
一
、

一
こ

は
試
験
科
目

・
出
題
範
囲

・
勉
強
の
仕
方
に
ま
で
触
れ
て
い

て
実
に
懇
切
丁
寧
で
あ
る
。

東
大
予
備
門
に
入
学
し
て
か
ら
大
学
院
に
進

む
ま
で
に
祝
が
受
け
取

っ
た
書
簡
類
は
、

残
念

な
が
ら
ま

っ
た
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。

お
そ
ら

く
八
九
年

一
月
の
寄
宿
会
の
火
災
で
灰
塵
に
帰

し
て
し
ま

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

思
想
の
方
向

性
が
固
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
大
学
時
代
に
学
友
た

ち
と
か
わ
さ
れ
た
は
ず
の
議
論
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
は
、

大
西
研
究
に
お
い
て
大
き
な

損
失
で
あ
る
。

た
だ
、

九
〇
年
以
降
の
谷
本
富

か
ら
の
書
簡

（第
三
部
二

・
５７

，
二
～
九
）
に

よ

っ
て
、

祝
は
谷
本
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

『良
心
起
源
論
』
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
た
。

今
後
谷
本
の
思
想
と
祝
の
良

心
論
と
を
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

九

一
年
に
祝
は
早
稲
田
に
就
職
す
る
が
、

弟

子
た
ち
か
ら
の
手
紙
は
、

職
に
あ

っ
た
こ
の
時

期
に
は
少
な
い
。

か
え

っ
て
同
志
社
関
係
者
か

ら
の
も
の
が
目
立

っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
九
三

年
六
月
の
同
志
社
生
徒
代
表
十
二
名
に
よ
る
教

授
就
任
依
頼

（第
二
部

二

・
６３

・
一
）
か
ら

は
、

祝
が
い
か
に
母
校
に
戻
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
た
か
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
頃
の
祝
の
内
面
を
知
る
た
め
の

資
料
と
し
て
は
幾
子
宛

の
書
簡
が
参
考
に
な

る
。

た
と
え
ば
、

評
論

「当
今
の
衝
突
論
」
全

八
九
三
年
七
月
）
に
お
い
て
、

「
若
し

一
哲
学

者
の
大
真
理
と
信
ず
る
所
を
非
真
理
と
せ
よ
と

命
ず
る
如
き
国
家
の
元
首
あ
ら
ば
、

共
哲
学
者

は
縦
令
断
頭
台
上
の
露
と
拍
ゆ
る
と
も
其
信
ず

る
所
を
柱
ぐ
可
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
」
と
、

御
用
学
者
井
上
哲
次
郎
を
激
し
く
攻
撃
し
て
い

た
祝
が
、

同
じ
時
期
に
婚
約
者
に
は
、

「恋
し

き
幾
子
さ
ま
、

君
が
な
さ
け
に
我
心
を
浸
さ
し

め
給

へ
。

わ
が
胸
中
大
志
な
き
に
あ
ら
ず
、

但

だ
君
の
情
け
な
く
ば
此
世
を
何
と
か
せ
ん
」

（第

一
部

一
・
９
）
と
い
う
熱

い
恋
文
を
綴

っ

て
い
た
こ
と
は
、

学
問
的
な
こ
と
と
は
別
に
、

単
純
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
九
六
年
に
同
志
社
と
ア
メ
リ
カ
ン

ボ
ー
ド
と
の
関
係
を
め
ぐ

っ
て
生
じ
た
社
内
の

分
裂
事
件
で
は
、

二
派
に
分
か
れ
た
教
員
勢
力

の
両
方
か
ら
教
授
就
任
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。

事
件
は
小
規
模
ミ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
を
あ
く
ま
で

主
張
し
て
い
た
小
崎
弘
道
校
長
が
退
悼
し
、

普

通
教
育
を
重
要
視
す
る
横
井
時
雄
が
校
長
と

な

っ
て
決
着
す
る
の
だ
が
、

そ
の
時
小
崎
と
と

も
に
辞
職
し
た
浮
田
和
民
を
早
稲
田
に
迎
え
た

の
は
祝
で
あ

っ
た

（第
三
部

二

・
１３

・
七
）
。

同
志
社
全
学
を
挙
げ
て
の
招
聘
を
固
辞
し
た
理

由
は
祝
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明

で
あ
る
が
、

当
時
の
祝
は
早
稲
田
に
勤
め
る

一

方
で
ュ
ニ
テ
リ
ア
ン
運
動
に
も
深
く
関
係
し
て

い
た
の
で
、

そ
の
こ
と
が
東
京
を
去
り
難
く
す

る

一
因
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
指
導

者
ク
レ
イ
ーー
マ
コ
ウ
レ
ー
か
ら
の
手
紙

（第
二



部
二
・
８８

。
一
）
は
九
四
年
二
月
に
届
い
て
い

る
。

そ
の
頃
か
ら

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義
の
先
進

学
院
に
も
出
講
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

日
本
最
初
の
倫
理
学
会
で
あ
る

「丁
酉
懇
話

会
」
の
初
期
の
活
動
の
様
子
は
岸
本
能
武
太

・

中
島
徳
蔵
ら
の
書
簡
か
ら
、

「社
会
主
義
研
究

会
」
の
活
動
に
つ
い
て
は
佐
治
実
然
の
手
紙
か

ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
ま
で
は
九
八
年
か
ら
始
ま
る
欧
州
留
学

中
の
祝
の
動
静
は
限
ら
れ
た
資
料
し
か
な
か

っ

た
が
、

本
書
は
こ
の
期
間
に
書
か
れ
た
手
紙
を

多
数
含
ん
で
お
り
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
は
幾

子
宛
の
書
簡
か
ら
、

ま
た
勉
学
に
つ
い
て
は
友

人
宛
の
も
の
か
ら
詳
し
く
分
か
る
よ
う
に
な

っ

た
。

と
り
わ
け
第

一
部
第
四
章
に
収
め
ら
れ
て

い
る
大
塚
保
治
宛
の

一
九
通
は
、

フ
ォ
ル
ケ
ル

ト

・
リ
ー
ブ

マ
ン
・
オ
イ
ケ
ン
ら
の
講
義
の
様

子
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
。

留
学
先
で
は
か
ら
ず
も
病
に
か
か

っ
て
帰
国

し
た
九
九
年
九
月
以
降
の
療
養
生
活
に
つ
い
て

も
、

転
地
先
か
ら
の
手
紙
が
多
く
残
さ
れ
て
い

る
の
で
、

こ
の
最
晩
年
の
時
期
の
祝
の
苦
労
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

死
去
す
る
年
の
春
に
京

都
か
ら
殺
子
に
送

っ
た
手
紙
に
は
次
の
よ
う
に

あ

っ
た
。

「病
気
に
罹
り
て
は
返
す
が
え
す
も

残
念
な
る
事
の
み
多
く
候
。

何
事
も
此
方
が
病

気
に
な
り
し
か
ら
に
て
今
更
悔
し
き
限
り
に

候
。

殊
に
気
分
の
弱
く
な
る
病
気
に
候
故
困
り

候
。

唯
々
頼
り
致
す
は
そ
も
じ
が
し
ん
ぼ
う
に

て
候
」
（第

一
部
三

・
１４
）

け
れ
ど
も

一
九
〇
〇
年
十

一
月
、

郷
里
岡
山

で
転
地
療
養
を
始
め
よ
う
と
し
た
矢
先
に
祝
は

三
十
六
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え
た
の
だ

っ
た
。

本
書
の
意
義

者
学
的
関
心
か
ら
読
も
う
と
す
る
人
は
、

本

書
の
分
量
が
膨
大
で
あ
る
の
に
比
し
て
、

祝
の

思
想
に
直
接
関
連
す
る
資
料
が
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
拍
子
抜
け

の
感
を
も
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い

え
、

そ
れ
で
も
本
書
は
祝
の
思
想
形
成
に
関
し

て
多
く
の
新
し
い
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

彼
の
思
想
と
、

今
日
で
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ

あ
る
ジ

ョ
ー
ジ
＝
ラ
ッ
ド
や

ハ
ロ
ル
ド
ーー
ヘ
フ

デ
ィ
ン
グ
の
哲
学
と
の
関
係
な
ど
は
、

早
稲
田

大
学
図
書
館
所
蔵
の

『大
西
祝
関
係
資
料
』
な

ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

も

っ
と
深
く

研
究
さ
れ
て
も
よ
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

も

っ
と
も
、

研
究
者
と
し
て
で
は
な
く

一
人

の
読
者
と
し
て
ご
く
素
直
な
感
想
を
述
べ
る
な

ら
ば
、

私
が
感
銘
を
覚
え
た
の
は
、

書
簡
か
ら

惨
み
出
て
い
る
大
西
祝
と
い
う

一
人
の
人
格
の

重
み
の
ほ
う
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

結
婚
前
の
祝

と
幾
子
が
交
わ
し
た
恋
文
や
、

留
学
中
や
帰
国

後
の
転
地
療
養
の
間
に
書
か
れ
た
互
い
を
気
遣

う
手
紙
の
数
々
は
、

感
動
的
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ

れ
の
手
紙
を
通
じ
て
祝
は
私
た
ち
に
あ
た
か
も

こ
う
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

「記
憶
し
て

下
さ
い
。

私
は
斯
ん
な
風
に
し
て
生
き
て
来
た

の
で
す
」
（漱
石

『
こ
こ
ろ
し
、

と
。

＊

『大
西
祝

・
幾
子
書
簡
集
　
付
大
西
祝
宛
書
簡
』

石
関
敬

三

・
紅
野
敏
郎
編
、

Ａ
５
判
函
入
上

製
、

六
六
①
頁
、　

〓

〓
三
ハ
○
円
、

九
二
年
三

月
教
文
館
刊

（ひ
ら
や
ま
・
よ
う
　
静
岡
県
立
大
学
助
手
）

631書 評 ・大賞隆を 『マルコによる福音書注解 Iゴ

書
評

大
貫

隆

著

『
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
注
解
Ｉ
』

Ａ
五
判
、　

ｉ
九
六
頁
、
一
〇
〇
〇
円
、

九
三
年
四
月
刊

日
本
基
督
教
団
堂
教
委
員
会

「″現
代
の
宣
教
″
の
た

め
の
型
書
注
解
書
」
刊
行
委
員
会
発
行久

保

問

文

貞

皇
代
符
わ
り
に
関
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
積

極
的
に
支
援
す
る
、

④

い
ま
、

堂
教
を
考
え
る

た
め
の

「聖
書
と
解
書
及
び
基
本
図
書
」
発
行

に
関
す
る
件
、
と
い
う
四
つ
か
ら
成

っ
て
い

た
。
し
か
し
、

そ
の
総
会
は
、

四
つ
を

一
括
し

て
決
議
す
る
こ
と
に
反
対
と
の
意
見
を
受
け

て
、

結
局
前
者
二
つ
を
決
議
し
、

④
は
常
議
員

会
竹
託
に
さ
れ
た
。

字
教
委
員
会
が
前
者
の
〓
つ
に
加
え
て
聖
書

注
解
書
川
行
を
提
案
し
た
理
由
に
は
、

次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「教
会
の
存
在
と
活
動
の
基
本
が

「聖
書
』

に
あ
り
、

そ
こ
か
ら

『堂
教
』
の
業
も
導
き
出

さ
れ
る
限
り
、
…
…
教
会
の
語
る
言
葉
や
行
動

と
切
り
離
し
て
横
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ
、

現
実
の
諸
問
題
の
中
で
言
葉
を
語
る

教
会
が
、

常
に
柔
軟
で
新
鮮
な
目
で
型
書
を
読

み
直
す
と
き
、

真
に
そ
の
現
実
の
諸
問
題
に
対

し
て
教
会
か
ら
の
説
得
力
の
あ
る
言
葉
が
語
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

」

そ
の
た
め
に
、

聖
書

の
、

「文
章
上
の
絶
対

化
」
、

聖
書
本
文
の

「記
者
の
意
図
や
そ
れ
を

と
り
ま
く
歴
史
的
事
情
を
無
視
」
し
た

「恣
意

的
な
解
釈
」
で
は
な
く
、

「現
代

の
諸
状
況
を

は
じ
め
に
お
断
り
し
て
お
く
が
、

筆
者
は

一

介
の
伝
道
者
で
あ
り
、

洋
解
書
と
い
う
も
の
に

対
し
て
は

一
読
者
＝
消
費
者
に
す
ぎ
ず
、

本
文

書
評
を
も
の
す
る
よ
う
な
を
で
は
な
い
。

そ
れ

で
も
今
回
お
引
き
受
け
し
た
の
は
、

第

一
に
こ

の
注
解
芦
シ
リ
ー
ズ
が
、

こ
れ
ま
で
私
が
関
心

を
も

っ
て
見
守

っ
て
き
た
、
日
本
基
督
教
団

（以
ド
教
団
と
い
う
）
宣
教
委
員
会
の
聖
書
注

解
書
刊
行
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、

第
二
に
、

私
事
で
あ
る
が
、

私
が
来
神

学
大
学
を
退
学
し
て
初
志
を
失
い
か
け
て
い
た

と
き
、

新
教
出
版
社
円
階
で
毎
週
、

思
え
ば
贅

沢
な
こ
と
に
大
貫
隆
氏
と
土
岐
健
治
氏
共
同
の

ゼ
ミ
で
、

ほ
ん
の
小
人
数
で
あ

っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

新
約
学
の
子
ほ
ど
き
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
た
、

そ
の
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
氏

へ
の

感
謝
の
意
を
こ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、

こ
の
注
解
書

シ
リ
ー
ズ
の
誕
生
の
経

過
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

第
二
〓
回
教
団

総
会
に
、

堂
教
委
員
会
は
、

天
皇
代
替
わ
り
の

事
態
に
む
け
て

「今
日
の
堂
教
に
お
い
て
直
面

し
て
い
る
課
題
の
確
認
と
そ
の
推
進
に
関
す
る

件
」
と
い
う
議
案
を
提
案
し
た
。

こ
れ
は
、

①

新
し
い
天
皇
制
支
配
の
動
向
に
対
処
す
る
、

教

団
の
声
明
、

②
教
団
の
教
会
等
で

「
日
の
九
」

「君
が
代
」
「元
号
」
を
使
用
し
な
い
、

③

「天


